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昭和十±年邦文天文書一一・ee’

水　　野　　千　　里

昭和十二年中に薪に手にした邦文天文書に就いて，一食後の感想を述べやう・

番號書名　　著鐸者
　t圖説天女講座　馨山本一清
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1－6．圖説天女講座　各巻の内容は下記の通りで，何れも山本博士の目を通さ

れたもの，素人としてこれ支け心得て居れば，一．一角の天文家であるから，讃者

諸君の必讃を奨める次第である．

　第三巻一地球の構造及び生成史（中村左衛門太郎），地球及び月の浬動（藪内溝），月t其の

槻測法一（村上忠敬），暦の話（渡邊敏夫），第四巻一太陽系の創戌（竹田新一郎），水星，金

星，火星（木邊成磨），小遊星（渡邊敏夫），木星ご土星（田中宗愛），天王星，海王星，冥王

星（稻葉通義），月ご其の槻測法ご（村上忠敬），第五巻一恒星（山本一溝），星辰スペクトル
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（荒木俊馬），恒星の内部構造S星の進化（栗原澄徳），攣光星，新星ミ其の槻測法（小山秋

鮒，二重星ミ其の灘法（稻葉通義）；第六X一星霧星團，銀河仙本一丁，相雛牛

宙（竹内時男〉，字宙期（荒木俊馬），流星ご其の観測法（小棋孝二郎），第七巻一天鐙槻測ご

天交機械（山本マ清），反射望遠鏡の自作法（山崎正光），プラネタリ・ウムの話（高木公三艶））

天文時計の話（公文武彦），世界の天文皇（荒木俊馬），彗星ご其の襯測法（村上息敬），第八

巻日本天文學史（山本一涛），東洋天交學史（能四忠亮），西洋天文學史（荒木俊馬），圖設天

i文講座全八四挿i書索引．

　7．趣味の天女學は初歩の引回書であって，「星の傳説」，「月と傳詮」，「武將と

天文」の項は少年，少女に喜ばれるであらう・

　8、天女と宇宙は好評ある天文書，素人にも玄人にも讃美されるであらう。

　9．星雲の字宙はEdwln　HabbleのThe　Realm　of　the　Nebulaeを相田八之

助氏の丁寧に繹されたもので，星雲のことならなんでも判る．撒多くの旧版は

殊に珍重せられるものである．

　玉0．天女航海睾は第一一章天文航海學諸元解論，第二章天文航海學諸元算法，第

三章位置に帯する諸元算法，第四章天測位置，第五章潮汐概論の五章からな鉱

天丈が航海に如何に必要なるかを知るに足る．

11，暦は渡邊敏夫氏の著，今迄邦文の暦に關する著書は華甲あるが，邦支中

の最右翼に位するものである．其の内容は第一章総論，第二章暦に必要な天文

學的事項，第三今町の基本週期，第四章時聞週期の毬々，第五章太陽暦法，第

六章太陰暦法，第七章羅節及び暦註　第八章暦本，第九章日本暦の国里，附録

一計算表及び索引である．

12．迷信の話は傳承民俗について，昨日の知識と今日の知識，陰陽道について

の三大項目の許に主十九に分たれて居て，それに結論がついて居る．天文が如

何に曲解されたかを知るにょい．

13．字宙線　最近盛に論議されて居る宇宙線に就いて，邦文申最も纒つたもの

である．「宇宙線の獲見及びその概要」，「宇宙線測定装置」から論きはじめ，「宇

宙線の起源」で結んである．

14．星座カードは16枚表裏で32圖，それに開設書がついて居る．手引力1ド4

枚8圖，春夏秋冬の北の室と南の室で星を見る概念を與へ，進んで「星座力1ド」

11枚22圖ある．これと天と比較して見れば，如何なる人にても星座が判って來
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ることを保誰することが出來る．今迄あった「星座早見」では，ほんの星座名

を知る丈けであるが，このカ｝ドによって星座も判れば星名も知れ，．至って便

利よく早く悟了する．附録1枚は3圃から成り，週極星一北極方面と南極方面と

北極星の二見法を圖示してある・これは非常によい思付きである．嚢見法とし

て下記の十二種が圖示されて居るので，初二者はこの一二に因って言え込めば

四季何れの時でも北極星の容易に見団すであらう．十二種は次の通りである．

　1．北斗七星（大熊座）の指極星βとαを結んだ線をαの：方向へ延長する．距

離の比例1（βとα）：5（αと北極星）．最も豪く知られてみる方法（春，夏，秋）．2．

カシオペヤ座のWの角βαrの二等分線は北極星を指す．北斗が地『璽低い季

節に最も普通に用ひられる：方法（秋，冬）．3．ペガソス座αとβを結ぶ線をβ

の方へ延長する．比例1：5略々セブエウス座γを過ぎる（秋，冬）．4．ペガソ

ス座γとアンドロメダ座α，比例1：5三途でカシオペヤ座βを過ぎる（秋，冬）．

5．白鳥座εとa，比例1：4（夏，秋）．6．鷲座αと白鳥座δ，比例4：5（夏，

秋）．7，琴座αと牧夫座αとを結ぶ線を底邊とする三二三角形の頂鮎は北極星

の近くにある（夏，秋）．8．乙女座αと北斗七星のζ，比例9：7（春，夏）．9．牧

夫座αと獅子座αとを結ぶ線を底邊とする二二三角形の二言は三々北極星に．當

る（春，夏）・10・獅子座βと北斗のγ，比例5：4（春，夏）．11．小犬αと双子座

β，比例2：5（冬，春）．12．オリオン座βと三者座α，比例4：5（冬，春）．

北極星の山上法力1ドを掻大したものは，教授上に最も遍したものである．こ

のカ1ドは天文フアンが是非携帯すべきもので，甚だ有効な星圖である．

　15．星で方角を知る法は陸軍少將小島時久閣下の著，陸軍々人に天丈殊に星で

方角を知る方法を講話され，或は階行肚記事に度々天文に關する論文を寄稿さ

れ，陸軍に於ける天丈通の第一人者である．本書を直ぐ讃まねはならぬ人々は

～現在軍務に服せる三兵，軍事教練中にある學生，未教育の青年訓練所員，

二三，後備の在郷軍人，速回天：交知識を得たき人々である．

　16．地球盗難は科學小論集の「地球盗難」を書名としたもの，地球を威嚇する

二天艘の正膿は何かといふことが骨組である．

　17．「天文年鑑」，18・「理科年表」，御馴染の必携書の昭和十二年版である．

　19，20，「日本天女學會嚢報」は専門家の必二二である．　（昭和13年1月29日）


